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「地球観測データ及びメタデータのアーカイブと連携利用の促進」 

に関する今後の対応（案） 

 

平成 30 年 8 月 8 日 

地球観測推進部会 

 

１. 目的 

「我が国における地球観測の実施計画」に登録されている事業で収集されている

データの内容を国内外で広く共有し，これらのデータへのアクセスビリティを高

め，分野を超えた統合的利用を推進する。 

 

２. 背景及び現状 

「地球観測の推進戦略（平成 16 年 12 月 27日 総合科学技術会議）」では，「関

係府省・機関の特徴や強みを活かしながら，データ収集から情報提供にいたる段階

が適切に統合された地球観測システムの構築に向けて，連携・協調する必要があ

る。」としている。 

また，「今後 10年の我が国の地球観測の実施方針（平成 27年 8月 25日 地球

観測推進部会）」では，「課題解決型の地球観測の推進には，観測・予測データの

体系的な収集，合理的な管理，データの統合・標準化や情報の融合が重要である。」，

「我が国では，「データ統合・解析システム（ＤＩＡＳ）」を世界に先駆けて開発

してきたことに鑑み，今後はＤＩＡＳのような永続性・堅ろう性のあるシステムを

中核とした地球環境情報プラットフォームを国として整備し，それを十二分に活用

していくことが必要である。」としている。 

第４期地球観測推進部会第５回会合（平成 24 年 5月 30日 別添参照）において，

地球観測データ及びメタデータのアーカイブと連携利用の促進に関する議論が行

われた後，関係府省・機関とＤＩＡＳ開発関係者の協力により，相当数のメタデー

タがＤＩＡＳに登録されるとともに，フォーマットの変換機能の開発によって多数

の既存のメタデータが国際的にも閲覧可能になり，近年のアクセス数が増加傾向に

ある。また，メタデータ登録の講習会を継続的に開催することによって，生物多様

性の分野等におけるメタデータ登録が加速されるなど，データ利用の利便性が高ま

ってきている。 

しかしながら，「我が国における地球観測の実施計画」に登録されている事業で

収集される全てのデータに対するメタデータが，ＤＩＡＳに登録されるには至って

いない。 
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３. 今後の対応 

平成 30年度「我が国における地球観測の実施計画」に登録されている事業で収

集される全ての地球観測データに対するメタデータをＤＩＡＳに登録することに

よって，データへのアクセスビリティを高め，分野を超えた統合的利用を加速する。 

 

【参考】ＤＩＡＳに登録された地球観測データ（メタデータ）へのアクセス数 

 H27 H28 H29 

アクセス数 16,107 20,637 36,781 
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